
平成２１年度農林水産省補助事業農医連携促進モデル事業

　ＭＯＡ自然農法福富普及会は農水省の「農業・

医療福祉連携促進モデル事業」の補助を受け、広

島クリニックの栄養相談に自然農法農産物を、専

用ほ場等で園芸療法の場を提供してきました。そ

の過程で患者さんや生産者に生れた効果から｢農

医連携とは何か」を学ぶことで、健康で美しいま

ちづくりのヒントを与えてくれることでしょう｡

主催：ＭＯＡ自然農法福富普及会

共催：医療法人財団愛和会広島クリニック／ＭＯＡ食育ネットワーク広島／株式会社エム・オー・エー西日本販売／一般

社団法人ＭＯＡインターナショナル／ＮＰＯ法人エムオーエー自然農法文化事業団／ＭＯＡ自然農法広島県連合会

後援：広島市、福山市、呉市、東広島市、廿日市市、府中町、熊野町、北広島町、坂町

みなみ かつゆき

広島･農医連携講演会広島･農医連携講演会広島･農医連携講演会広島･農医連携講演会広島･農医連携講演会

農医
連携とは

「農医連携」は

北里大学が提唱する考え方

で、｢農」の視点と「医」の視点と

の連携によって、現代社会がかかえる

さまざな問題を解決し、持続的に発展

可能な人間社会を支えていく高度な

倫理観を持ち合わせた人材を

育成します。

入場無料(      )先着500名に
整理券発行

講師プロフィール

 陽 捷行(みなみかつゆき)氏
  1943年生まれ。71年東北大学大

学院農学研究科博士課程修了。

2001年独立行政法人農業環境技術

研究所理事長を経て、06年より北

里大学副学長。農学博士。�

  90年日本土壌肥料学会賞、91年

環境庁長官賞・優秀賞、95年日経

地球環境技術賞・大賞、96年日本

農学賞・読売農学賞、98年に国際

大気汚染防止団体Yuan T.Lee国際賞を受賞。�

  著書に『環境保全と農林業』『地球環境変動と農林

業』『代替医療と代替農業の連携を求めて』『鳥イン

フルエンザー農と環境と医療の視点から』（養賢堂）、

『農と環境と健康』（アサヒビール）など。

 

～農医連携で健康なまちづくりを～

日時 ： 平成２２年３月２８日（日）13:00～16:00�

会場 ： 広島国際会議場地下２階・国際会議ホールヒマワリ
　　    広島市中区中島町１－５(平和記念公園内)TEL 082-242-7777

基調講演 ｢いのちと環境を守る農医連携」
　 講師：北里大学副学長　陽 捷行氏

フォーラム「農医連携で健康なまちづくりを」
  ◇ 早志俊三  福富普及会会長､養鶏農家

  ◇ 岩井正恵  ｢芽生えの会｣(食育推進団体)代表

  ◇ 佐久間哲也  医師､奥熱海クリニック院長

  ◇ 宮島忠仁  ＭＯＡ自然農法文化事業団専務理事

  ◇ 陽捷行  北里大学副学長
 

 ・行事終了後、自然農法農産物の試食をします。　

★はがき、ファクスのいずれかでお申し込みください。�

★先着５００人の方に入場整理券を送ります。

★郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、入場整理券の必

要枚数を明記してください（１枚で１人、入場できます)｡

【はがき】�

〒730-0813 広島市中区住吉町５－７�

ＭＯＡ広島会館２階 ＭＯＡ自然農法文化事業団�

「農医連携講演会」係

【ファクス】�

　FAX ０８２-２４４-８９６０

★申し込み締切り：平成２２年３月２０日（土）必着�

★お問い合わせ／ＭＯＡ自然農法文化事業団・広島

  TEL ０８２-２４８-４３９６（土、日、祝を除く）

※お申し込みいただいた個人情報は、入場整理券の発送に利用しま

す。なお、個人情報については、ＭＯＡ自然農法文化事業団広島

県会員連絡会議が責任をもって管理します。

参加ご希望の方は


